
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周南市立鹿野学校給食センター 

令 和 8 年 １ 月 

 

 道産子（どさんこ）汁 12/3 提供 

 寒い時期に体が温まる具だくさんの汁です。 
 
材料：４人分  

 

作り方 
① にんじんはいちょう、たま

ねぎは薄切り、じゃがいも
は角切り、豆腐はさいの目
ねぎは小口切りにする。 

② 昆布でだしをとり、じゃが
いも、たまねぎ、にんじん
を煮る。 

③ 豚肉、コーン、白ねぎを入
れ火をとおす。 

④ わかめを入れ、みそとしょ
うゆで味付けする。 

⑤ 仕上げにバターを入れる。 

あけましておめでとうございます。本年も子どもたちが、すくすく成長できるように食の面から応援していきたいと思います。よろしく

お願いいたします。これから本格的に寒くなるシーズンで、給食センターも毎日水道凍結が心配な時期となります。子ども達には体調にい

っそう気を付けて、元気に過ごしてほしいと思います。 

 

Ａ 
豚肉スライス… ５０ｇ 
豆腐    … 1/2 丁 
にんじん  … 1/4 本 
たまねぎ  … 1/2 個 
じゃがいも … 1 個 
冷凍コーン … 大さじ２ 
乾燥わかめ（カット）… 少々  
白ねぎ   … 1 本 
みそ    … 大さじ２ 
しょうゆ  … 小さじ 1/2 
バター   … 小さじ２ 
出し昆布  … 10 ㎝程度 
 

 鏡もちを小さく割ってお汁粉など
に入れ、無病息災を願って食べる行
事です。もちを小さくするのに、包
丁など刃物を使うのは武士の「切腹」
を連想させるため縁起が悪いとさ
れ、木づちや手で割ります。また、
「割る」ではなく「開く」という縁起
の良い言葉が使われます。 

子どもたちにとって、お正月の楽し
みといえばお年玉。新年を祝って、大
人から子どもへお小遣いを渡す風習
です。もともとは、お正月の「歳神様
（年神様）」にお供えした「もち」を、
歳神様からの贈り物として分け与え
たことが始まりとされ、「年玉」とは
「歳神様の魂」を意味します。 

年末年始は、普段より日本文化を感じる機会が多かっ
たのではないでしょうか。今回はお正月や年始に食べら
れるお雑煮などや行事食について取り上げました。 

 


